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令和５年度
富山県農業振興賞



令
和
６
年
度
生
産
調
整
実
施
計
画
書
の
作
成
に
係
る
説
明
会

が
、
２
月
８
日
（
木
）
午
後
６
時
30
分
よ
り
、
当
Ｊ
Ａ
本
店
３

階
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
警
戒
レ
ベ
ル
緩
和
に
伴
い
全
支
店

合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

初
め
に
、
射
水
市
農
業
再
生
協
議
会 

塚
本
会
長
よ
り
、
令
和

５
年
度
の
農
産
物
の
評
価
に
つ
い
て
、
特
に
昨
年
の
異
常
気
象

（
連
続
高
温
）
で
水
稲
の
品
質
が
大
き
く
低
下
し
た
こ
と
、
豪

雨
に
よ
る
大
豆
等
の
収
穫
量
が
低
下
し
た
こ
と
に
触
れ
、
今
後

の
栽
培
に
関
し
て
は
Ｊ
Ａ
・
Ｔ
Ａ
Ｃ
営
農
指
導
員
が
掲
げ
る
土

作
り
対
策
に
期
待
す
る
と
述
べ
、
生
産
調
整
に
つ
い
て
は
、「
県

協
議
会
か
ら
の
令
和
６
年
産
米
の
数
量
目
標
に
つ
い
て
、
生
産

者
へ
一
律
分
配
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
皆
様
に
は
、
今
後
と
も

生
産
調
整
に
係
る
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。」
と
開
会
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
は
、
生
産
調
整
実
施
計
画

作
成
手
順
や
国
・
県
・
市
の
各
種
助
成
金

の
交
付
に
つ
い
て
と
国
の
補
正
予
算
等
の

概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

北
陸
農
政
局
富
山
拠
点
の
担
当
者
か
ら

は
、「
米
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
」
報
告

が
あ
り
、
出
席
さ
れ
た
生
産
調
整
実
施
エ

リ
ア
代
表
者
の
皆
さ
ん
は
熱
心
に
説
明
を

聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

２
月
14
日
（
水
）、
富
山
県
庁
に
お
い
て
「
令
和
５
年
度 

富
山
県
農
業
振
興
賞
」
の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
「
米
」、「
麦
」、「
大
豆
」、「
園
芸
」、「
畜
産
」、「
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
」、「
農
産
加
工
」、「
複
合
経
営
」及
び「
指

導
者
」
の
９
部
門
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
農
業

技
術
の
研
鑽
に
努
め
、
農
産
物
の
品
質
や
単
収
の
向
上
、
低

コ
ス
ト
化
等
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

優
れ
た
成
果
を
あ
げ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
も
の
で
、

今
年
度
は
県
内
37
経
営
体
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
か
ら
は
２
経
営

体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

米
部
門
で
受
賞
さ
れ
た
南
郷
支
店
の
（
農
）
下
条
営
農
組

合
は
、
管
内
で
先
駆
的
に
水
田
乾
田
Ｖ
溝
直
播
栽
培
に
取
り

組
み
、
研
究
活
動
を
通
じ
て
射
水
版
栽
培
体
系
の
確
立
に
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
富
富
富
に
お
い
て
も
令
和
４
年
か
ら
乾

田
Ｖ
溝
直
播
栽
培
に
取
り
組
み
、
安
定
し
た
収
量
・
品
質
を
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣

組
織
と
連
携
し
て
農
作
業
の
受
委
託
を
し
、
地
域
の
農
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
評
価

さ
れ
ま
し
た
。

麦
部
門
で
は
、
東
部
支
店
の
（
農
）
加
茂
営
農
組
合
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
土
壌
改
良
資
材
を

継
続
し
て
施
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
麦
の
生
育
に
適
し
た
土
づ
く
り
を
行
い
、
持
続
可
能
な
農

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
は
下
地
域
の
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
地
域
農
業
の
継
続
と
農
地
の
保
全
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
担
い
手
経
営
体
と
連
携
し

て
農
地
の
利
用
調
整
を
実
施
し
、
作
業
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
２
経
営
体
に
は
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
、
ご
発
展
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

生
産
調
整
実
施
計
画

説
明
会

令
和
５
年
度

富
山
県
農
業
振
興
賞

いみず野だより　２



基肥・追肥・液肥基肥・追肥・液肥にも！にも！
サッと溶けて使い方いろいろ
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特長と使い方▶︎

３
月
4
日
（
月
）、
当
Ｊ
Ａ
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル
に
て
営
農
組
合
・
認
定
農
業
者
、
約

80
人
が
参
加
し
、
水
稲
栽
培
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
で
は
、
Ｊ
Ａ

い
み
ず
野
営
農
経
済
部
と
高
岡
農
林
振
興
セ

ン
タ
ー
が
、
米
作
り
の
統
一
し
た
春
作
業
計

画
や
栽
培
技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
水
稲
育

苗
・
直
播
栽
培
等
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
っ

た
も
の
で
す
。

研
修
内
容
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
５
月
15
日

を
中
心
と
し
た
田
植
え
を
励
行
し
、
白
未
熟

粒
等
の
品
質
低
下
を
防
止
す
る
こ
と
や
、
育

苗
作
業
で
は
水
・
温
度
管
理
の
徹
底
を
強
調

し
ま
し
た
。
ま
た
、
直
播
栽
培
で
は
、
圃
場

の
条
件
整
備
や
播
種
量
の
遵
守
、
除
草
剤
散

布
等
の
栽
培
管
理
を
研
修
し
ま
し
た
。

い
み
ず
野
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
よ
り
良
食

味
・
高
品
質
生
産
に
向
け
て
、
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

育
苗
・
田
植
の
基
本
お
さ
え
る

水
稲
栽
培
研
修
会 

開
催

３　いみず野だより



2
月
4
日
（
日
）、
当
Ｊ
Ａ
本
店
3
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
令

和
5
年
中
に
当
農
協
で
住
宅
ロ
ー
ン
を
ご
利
用
さ
れ
た
方
を
対
象

に
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
申
告
支
援
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。支

援
会
に
は
26
名
の
方
が
参
加
し
、
2
月
15
日
（
木
）
～
3
月

15
日
（
金
）
ま
で
の
確
定
申
告
に
向
け
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
手

続
き
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
北
陸
税
理
士
会
高
岡
支
部
の
税
理
士
立

会
い
の
も
と
、
当
農
協
の
融
資
担
当
者
の
支
援
を
受
け
て
確
定
申

告
書
を
作
成
さ
れ
、
後
日
高
岡
税
務
署
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

毎
年
開
催
し
て
い
る
こ
の
支
援
会
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
ご
利
用

い
た
だ
い
た
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、

お
客
様
か
ら
も
「
普
段
自
分
で
申

告
を
し
て
い
な
い
の
で
困
っ
て

い
た
が
、
支
援
し
て
い
た
だ
き
助

か
っ
た
」
と
大
変
好
評
で
し
た
。

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

申
告
支
援
会 

開
催20
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フ
ァ
ボ
ー
レ
の
一
階
特
設
コ
ー
ナ
ー
に
積
ま
れ
て
い

た
の
は
、
赤
い
「
富
富
富
」
の
文
字
が
入
っ
た
見
慣
れ

た
袋
の
精
米
だ
っ
た
。
だ
が
、
た
だ
の
「
富
富
富
」
で

は
な
い
。

よ
く
見
る
と
、
袋
に
は
イ
ラ
ス
ト
付
き
の
ワ
ッ
ペ
ン

が
貼
っ
て
あ
る
。

「
入
善
高
校　

南
砺
福
野
高
校
の
生
徒
が
栽
培
し
た

お
米
で
す
」
と
記
し
た
ワ
ッ
ペ
ン
だ
。

農
業
を
学
ぶ
高
校
生
た
ち
が
作
っ
た
米
だ
け
を
袋
に

詰
め
て
、
Ｊ
Ａ
ラ
イ
フ

富
山
が
一
般
販
売
し
た

特
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
と

い
う
。

店
内
で
は
、
栽
培
に

携
わ
っ
た
両
校
の
生
徒

六
人
が
お
客
さ
ん
に
声

を
掛
け
な
が
ら
試
食
販

売
し
、
「
富
富
富
」
の

魅
力
や
お
い
し
さ
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
た
。
ラ
ッ
プ
に
包
ん
で
ひ
と
口
サ
イ
ズ
に
し

た
ご
飯
を
、
私
も
そ
の
場
で
お
い
し
く
い
た
だ
き
、
五

キ
ロ
入
り
を
ひ
と
袋
購
入
し
た
。

生
徒
た
ち
は
昨
年
の
厳
し
い
暑
さ
の
中
、
米
作
り
を

経
験
し
、
異
常
な
高
温
に
耐
え
た
「
富
富
富
」
の
実
力

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。
入
善
高
校
農
業
科
の
囲
真
樹

さ
ん
は
「
先
生

に
教
わ
り
な
が

ら
水
の
管
理
に

気
を
付
け
た
」

と
振
り
返
り
、

南
砺
福
野
高
校

の
農
業
環
境
科

で
学
ぶ
片
山

菜
々
実
さ
ん
は

「
コ
シ
ヒ
カ
リ

に
ひ
け
を
と
ら

ず
、
お
い
し
い

米
に
育
っ
た
」

と
笑
み
を
こ
ぼ

す
。
生
徒
た
ち
は
「
温
暖
化
で
こ
の
米
が
ま
す
ま
す
必

要
と
さ
れ
る
は
ず
」
と
期
待
し
て
い
た
。

実
際
、
県
内
で
は
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
の
一
等
米
比
率

（
十
二
月
末
現
在
）
が
四
八
％
に
落
ち
た
一
方
、
「
富

富
富
」
は
九
三
・
一
％
と
い
う
ハ
イ
ス
コ
ア
を
た
た
き

出
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
富
山
中
央
会
長
が
委
員
長
を
務
め

る
「
富
富
富
」
戦
略
推
進
会
議
は
今
年
に
入
り
、
大
き

な
決
断
を
し
た
。
四
年
後
の
二
〇
二
八
年
に
、
「
富
富

富
」
の
作
付
面
積
を
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ま
で
拡
大
す

る
目
標
を
掲
げ
た
の
で
あ
る
。

県
内
の
品
種
構
成
で
言
え
ば
、
ほ
ぼ
三
分
の
一
に
あ

た
る
。
今
年
の
生
産
登
録
は
面
積
に
し
て
約
二
五
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
昨
年
の
一
・
五
倍
に
急
増
し
た
も
の
の
、

新
た
に
掲
げ
た
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
こ
こ
か
ら
さ

ら
に
四
倍
に
ま
で
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
。

新
た
な
目
標
は
、
そ
れ
だ
け
の
覚
悟
を
示
し
た
数
字

と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
富
山
県
に
は
中
生
の
「
富
富
富
」
ば
か
り
で

は
な
く
、
ほ
か
に
も
高
温
に
強
い
米
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
早
生
の
「
て
ん
た
か
く
」

と
晩
生
の
「
て
ん
こ
も
り
」
も
昨
年
の
あ
の
暑
さ
の
中
、

１
等
米
比
率
九
〇
％
前
後
を
記
録
し
て
い
る
。
次
期
戦

略
で
は
こ
れ
ら
も
含
め
て
高
温
耐
性
品
種
を
、
全
体
の

五
割
に
高
め
て
い
く
と
い
う
。

「
こ
れ
か
ら
は
リ
ス
ク

分
散
が
必
要
だ
か
ら
」
と

書
い
て
し
ま
う
と
肩
に
力

が
入
る
。
新
米
の
ト
ッ
プ

バ
ッ
タ
ー
を
務
め
る
「
て

ん
た
か
く
」
や
、
食
味
ラ

ン
キ
ン
グ
で
「
特
Ａ
」
の

評
価
を
得
た
こ
と
も
あ
る

「
て
ん
こ
も
り
」
な
ど
に

も
力
を
注
ぐ
こ
と
で
、
富

山
米
の
多
様
な
魅
力
に
磨

き
を
か
け
て
い
き
た
い
。

第
20
回
「
高
温
に
強
く
」

富
山
米
の
魅
力
を
向
上

日
本
農
業
新
聞
富
山
通
信
部

ラ
イ
タ
ー
　
本
田 

光
信

ESSAY

20

われら

アグリ応援団

高校生が栽培したことを
PRするワッペン

「富富富」拡大へ新たな目標を掲げた戦略推進会議

「富富富」を試食販売する入善、南砺福野高校の生徒

５　いみず野だより



◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
令
和
６
年
度
に
お
け
る
同
一
人
に
対
す
る
信
用
の
供
与
等
の
最
高

　
　
　
　
　
　

限
度
決
定
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
令
和
６
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限
度
額
決
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
令
和
６
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
令
和
５
年
度
決
算
見
通
し
及
び
令
和
6
年
度
事
業
計
画
の
概
要
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
　
令
和
６
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

第
六
号
議
案
　
令
和
６
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

第
七
号
議
案
　
令
和
６
年
度
個
人
情
報
保
護
計
画
に
つ
い
て

第
八
号
議
案
　
貸
出
金
の
償
却
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
令
和
５
年
度
下
期
監
事
監
査
の
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
監
事
監
査
で
使
用
す
る
監
査
調
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
１
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、
令
和
６
年
度
第
１
四
半
期
余
裕
金
運
用
計
画
に
つ
い
て

三
、
時
間
外
労
働
・
休
日
労
働
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
令
和
６
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

− 
第
22
回
定
例
理
事
会 

−

− 
第
16
回
監
事
会 

−

日
時
：
令
和
６
年
２
月
22
日（
木
） 

午
後
２
時
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店 

３
階
大
ホ
ー
ル

日
時
：
令
和
６
年
２
月
22
日（
木
） 
午
後
０
時
50
分
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店 

２
階
会
議
室

役
員
会
だ
よ
り

＊（　）内の数字は前年同期比

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和６年２月末日）

正組合員数 5,015 人　
 （△　89 人）

准組合員数 7,501 人　
 （△ 108 人）

みなさまの貯金高 1,381 億 48 百万円　
 （△  12 億 42 百万円）

みなさまへの貸出金 290 億 42 百万円　
 （△    1 億 19 百万円）

長期共済保有高 2,454 億 79 百万円　
 （△  95 億 93 百万円）

購買品供給高 29 億 48 百万円　
 （　 　　　37 百万円）

販売品販売高 26 億 73 百万円　
 （　　4 億 13 百万円）

マンモグラフィ装置を更新しました

厚生連高岡病院からのお知らせ

厚生連高岡病院　画像診断部 主任　藤 川 　 洋 子
ふじ    かわ　　　　よう     こ

令和６年１月４日、高岡健康管理センターで行っている人間ドックや生活習慣病健診の乳がん検
査に使用するマンモグラフィ装置を更新しました。

マンモグラフィ検査では、軟部組織である乳房をX線撮影し、乳腺内にある石灰化やしこりなど
微細な病変を見つけることが可能です。

今回更新した装置FUJIFILM社製“AMULET 
SOPHINITY”は、乳房を挟む圧迫板が従来のもの
に比べ柔らかく乳房にフィットする素材になり、圧
迫の際の乳房の痛みを軽減できる仕組みになってい
ます。AI技術搭載によって画像処理技術が向上し、
最新モニタの導入によって高画質な画像が得られ、
小さな病変もしっかり描出できるようになり、被ば
くも少なくなりました。

受診者さんの緊張と不安を和らげるよう、コミュ
ニケーションをとりながら安心して検査を受けてい
ただけるよう心掛けてまいります。

いみず野だより　６



女性部だより女性部だより

４
月
13
日（
土
）
富
山
県
女
性
協
総
会

今
後
の
日
程

２
月
10
日（
土
）、
富
山
Ｊ
Ａ
会
館
8

階
ホ
ー
ル
に
て
、
第
20
回
『
食
と
農
を
考

え
る
集
い
』
が
開
催
さ
れ
、
当
女
性
部
か

ら
は
10
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
の
部
で
は
『
親
子
で
お
う
ち
ご
は

ん
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
』
結
果
発
表
が
あ

り
、
Ｊ
Ａ
高
岡
の
“
野
菜
た
っ
ぷ
り
ハ
ン

バ
ー
グ
”
が
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
講
師
の
山
崎 

毅
氏
に
よ

る
『
食
の
安
全
と
安
心
は
リ
ス
ク
の
大
小

を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
』
と
い
う
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
食
品
添
加
物
の

お
話
で
、
資
料
・
動
画
を
用
い
て
丁
寧
に

解
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
食
品
添

加
物
は
危
険
な
物
で
は
な
く
、
多
く
摂

ら
な
け
れ
ば
む
し
ろ
安
全
・
安
心
で
あ
る

こ
と
。
そ
し
て
、
ど
ん
な

食
品
も
摂
り
す
ぎ
る
と
い

う
の
は
決
し
て
良
く
な
い

こ
と
。
私
は
特
に
ア
レ
ル

ギ
ー
体
質
で
は
な
い
の
で

普
段
か
ら
食
品
の
表
示
等

に
は
あ
ま
り
関
心
が
な
く

過
ご
し
て
き
た
の
で
す
が
、

今
後
は
関
心
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

午
後
の
部
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
弁
当
の
日
』
の
鑑
賞
で
し
た
。
年
に
数

回
、
教
育
の
一
環
と
し
て
子
供
た
ち
が
自

分
で
作
っ
た
弁
当
を
学
校
に
持
っ
て
い
く

と
い
う
内
容
で
し
た
。
毎
日
当
た
り
前
の

よ
う
に
大
人
に
し
て
貰
っ
て
い
る
こ
と
を

そ
の
日
は
一
か
ら
一
人
で
作
る
。
そ
れ
は

子
供
の
自
立
・
感
謝
の
心
・
思
い
や
り
・

生
き
る
力
に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
感

動
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
し
た
。

今
回
の
集
い
で
食
の
大
切
さ
を
改
め
て
認

識
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
小
杉
支
部
大
江
）

今
年
も
女
性
部
主
催
の
寒
中
味
噌
作
り

教
室
を
１
月
21
日（
日
）に
大
島
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
小
杉
支
部

か
ら
14
名
、
片
口
支
部
か
ら
５
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
犀
藤
女
性
部
長
の
指
導

の
下
、
射
水
市

産
の
大
豆
を
使

用
し
防
腐
剤
の

不
使
用
、
減
塩

等
に
留
意
し
て

作
り
ま
し
た
。

前
日
に
材
料

の
大
豆
60
㎏
、

米
麹
80
㎏
、
塩
39
㎏
を
搬
入
し
て
大
豆
を

洗
っ
て
一
晩
水
に
浸
し
作
業
の
下
準
備
を

し
ま
し
た
。

当
日
は
、
浸

水
で
倍
以
上
に

膨
れ
た
大
豆
を

ア
ク
や
皮
を
除

き
な
が
ら
大
き

な
鍋
で
煮
ま
し

た
。
し
ゃ
も
じ

で
か
き
回
す
の

も
大
変
で
し
た
。
柔
ら
か
く
煮
上
が
っ

た
豆
は
ザ
ル
に
移
し
て
う
ち
わ
で
冷
や

し
、
ミ
キ
サ
ー
に
か
け
て
ミ
ン
チ
状
に

な
っ
た
と
こ
ろ
で
塩
麹
と
混
ぜ
合
わ
せ
ま

す
。
そ
れ
を
団
子
状
に
し
て
各
自
の
桶
に

分
け
、
湯
冷
ま

し
を
加
え
て
自

分
の
好
み
の
状

態
に
な
る
ま
で

練
り
、
押
し
フ

タ
を
し
て
持
ち

帰
り
ま
し
た
。

冷
暗
所
に
置

い
た
桶
は
、
梅
雨
明
け
に
じ
っ
く
り
と
熟

成
し
た
美
味
し
い
味
噌
に
出
来
上
が
る
は

ず
で
す
。
今
か
ら
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。

（
小
杉
支
部
戸
破
）

第
20
回『
食
と
農
を

考
え
る
集
い
』に

参
加
し
て

寒
中
味
噌
作
り
教
室

７　いみず野だより
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小杉支店
取扱店

大門支店

●投資信託は預貯金とは異なり、元本の保証はありません。●投資信託は預金保険・貯金保険の対象ではありません。●ＪＡバンク※が取り扱う投資信託は、投資者保
護基金の対象ではありません。●ＪＡバンクは投資信託の販売会社であり、投資信託の設定・運用は投資信託会社が行います。●投資信託は国内外の有価証券等で運用
されるため、信託財産に組み入れられた株式・債券・REIT等の値引きや為替変動に伴うリスクがあります。このため、投資信託資産の価値が投資元本を下回るリスク
等は、投資信託の購入者に帰属します。●一部の投資信託には、特定日にしか換金できないものがあります。●投資信託の購入から換金・償還までの間に、直接または
間接的にご負担いただく代表的な費用等には以下のものがあります。なお、これらの手数料等はファンド・購入金額等により異なるため、具体的な金額・計算方法を記
載することができません。各投資信託の手数料等の詳細は契約締結前交付書面、投資信託説明書（交付目論見書）でご確認ください。●購入時：購入時手数料がかかる
ファンドがあります。●運用期間中：運用管理費用（信託報酬・管理報酬等）が日々信託財産から差し引かれます。●換金時：信託財産留保額がかかるファンドがあり
ます。また、外資に両替して購入・換金するファンドには、上記の各種手数料等とは別に為替手数料がかかります。●お申込みにあたっては、契約締結前交付書面、投
資信託説明書（交付目論見書）を十分お読みいただき、内容をご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

身近なＪＡバンクが便利で安心！

〈投資信託に関してご留意いただきたい事項〉

※お客さまと取引のある農業協同組合および当該農業協同組合が所在する都道府県の信用農業協同組合連合会ならびに農林中央金庫を含めてＪＡバンク会員といいます。

投資信託のこと、資産運用のこと、お気軽にご相談ください！

TEL.0766-55-2525 TEL.0766-52-0415

©よりぞう

令和６
年

から開
始！４月１日

新NISAは
ＪＡで！！

投資可能額・
非課税保有限度額の拡大に
よって効率的な資産形成が
できます

非課税保有期間が無期限になります

売却して空いた枠を再度利用できます

９　いみず野だより



令和５年度
富山県農業振興賞

いみず野農機センター TEL：52-0455
小 杉 農 機 セ ン タ ー TEL：55-1765
新 湊 農 機 セ ン タ ー TEL：82-8530

お問い合わせはお近くの
ＪＡ農機センターへ
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